
ナチス・ドイツに関する多数の書籍を著しているドイツの高名なジャーナリスト、ヘルムート・

オルトナー氏が、NPO刑事司法及び少年司法に関する教育・学術研究推進センターの招きで来日

します。

滞在中には専門家向けに複数のプログラムが予定されておりますが、一般の方にもオルトナー氏

のメッセージをお伝えする機会を設けるために、本イベントを開催いたします。聞き手にはドイ

ツ近現代史の第一人者である石田勇治氏をお迎えいたします。

■日時：2017 年 12 月 16 日（土）10 時 30 分開演（10 時 20 分開場）
■会場：千代田区立日比谷図書文化館　4Fスタジオプラス（小ホール）
■共催：NPO刑事司法及び少年司法に関する教育・学術研究推進センター、
　　　　白水社
■参加費：無料
■通訳あり
■定員：50 名（要予約）

申し込み方法：event@hakusuisha.co.jp までメールでお申し込みください。

メールの表題は「オルトナー参加希望」とし、本文に参加者の氏名、連絡先メールアドレス、参

加人数をご明記ください。（連絡先メールアドレスは当イベントに関する緊急のお知らせ以外には使用しません。）

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-24
TEL 03-3291-7811／ FAX 03-3291-8448　http://www.hakusuisha.co.jp/

出演者：
ヘルムート・オルトナー
Helmut Ortner
1950年、ドイツ・ゲンドルフ生まれ、
ジャーナリスト、編集者、著述家。
オッフェンバハ・アム・マイン造形
大学に進学。ダルムシュタット専門
単科大学で社会教育学と犯罪学を専
攻。1978年以降、多数の著作を刊行。
それらは複数の版を重ね、10を超え
る言語に翻訳されている。「ヒトラー
暗殺未遂犯」ゲオルク・エルザーの
評伝は、特に大きな反響を呼んだ。

石田 勇治　（いしだ・ゆうじ）
1957年生まれ。東京大学大学院総合
文化研究科教授。専門はドイツ近現
代史。マールブルク大学 Ph.D.取得。
ベルリン工科大学客員研究員、ハレ
大学客員教授を歴任。主な著書に『ヒ
トラーとナチ・ドイツ 』（講談社現代
新書）など。

ヘルムート・オルトナー氏

来日記念・公開対談
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ヒトラーの裁判官
フライスラー
ヘルムート・オルトナー 著／須藤正美 訳

白バラ抵抗運動被告ほか、死刑判決を多数下した人
民法廷長官の生涯と、司法界の闇を暴く戦慄の書。
死刑判決文・図版多数収録。

定価 3,400 円（税別）

過去の克服
ヒトラー後のドイツ
石田勇治 著

ドイツは戦後いかにしてナチズムの過去と取り組ん
できたのか。さまざまな力学が作用する「過去の克
服」を戦後ドイツの歩みとともに概観する。

定価 3,700 円（税別）


